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「第７回佐波川流域治水協議会」を開催し
特定都市河川指定に向けた検討を開始しました

流域治水協議会は、流域全体のあらゆる関係者が協働して水害被害を軽減させる治水
対策として「流域治水」を計画的に推進することを目的として設置され、これまでに具体
的な行動計画として流域治水プロジェクトの策定等を行ってきました。
今回は気候変動による近年の大雨に対応するための対策である、佐波川水系流域治水
プロジェクト2.0のメニューにある「特定都市河川の指定に向けた検討」を行いました。

佐波川に関する水災害対策「佐波川水系流域治水プロジェクト」を進めていくため、
特定都市河川の指定に向けて、流域の関係機関で話し合っているんだね。

特定都市河川に
指定されると…

関係機関で佐波川の
流域水害対策計画を
策定し…

洪水の浸水被害に対する
「流域治水」の取組を
本格的に実施

水害に強い
まちづくり

流域水害対策計画に基づく流域治水の実践例



今後も、流域の関係機関と連携を取り、佐波川流域治水協議会を通して、「流域治水」の取
り組み（氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策、被害対象を減少させるための対策、
被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）を進めていきます。

◆山口市
特定都市河川に指定されれば、ソフト対策や護岸整備な
ど必要なハード整備の加速化なども位置づけられている
ため、流域の治水対策がこれまで以上に推進されることに
期待をしている。

◆周南市
特定都市河川に指定されて堤防の整備などの治水対策
が進むと、住民の安全性が向上する。また、整備が進むこと
で、周辺の都市開発が安全に進みやすくなり、地域の経済
活性化などにつながるとなお良いと考えている。

◆防府市
最近の大雨や気温上昇によって流域治水プロジェクトが
2.0に変わり、さらに特定都市河川の指定を進めることは
必然だろうと考えている。
本市は一番下流域にあるが、下流域の中でもハザードの
範囲外に広域防災広場の整備を鋭意進めている。こうした
安全を担保しながらお手伝いをさせていただきたい。

◆山口県
特定都市河川の指定に向けた検討を進めることは重要と
考えており、本協議会で提案があった指定要件や指定範囲
等の考え方で今後検討を進めることについて、概ね異存は
ない。一方で、住民の開発行為等に制限がかかる可能性が
あるため、流域の方々のご意見を聞くことが必要と考えて
いる。

◆山口森林管理事務所
特定都市河川指定により水源の涵養に寄与する森林整
備が円滑に進めば、結果として、二酸化炭素の吸収、地球
温暖化防止にもつながると考えているため、ぜひとも手続
きを着実に進めていただきたい。

◆山口水源林整備事務所
浸水被害の低減のためのハード整備の加速化ということ
で、特定都市河川の指定を進めることは必要なことと考え
ている。特に上流域の徳地地域において森林整備をしっか
り行い、微力ながら治水対策に貢献していきたい。

◆下関地方気象台
近年、地球温暖化を背景とした気候変動によって激しい
雨が多くなり、洪水のリスクも高まっているなかで、今まで
以上に洪水に対する対策の取り組みを進めていく必要が
あることを認識している。気象データの情報発信などを
行っているが、流域治水関連の取り組みについても今後も
協力させていただきたい。

◆山口河川国道事務所
我々だけでなく、皆様方と一緒にいろいろな流域治水に
取り組んでいきたいという中で、特定都市河川指定は、連
携強化という意味で、最たる一つになると考えている。
指定の範囲について、すべての流域を一度に指定するこ
とがベストと考えるが、より効果的な場所から取り組みを
進めるためにエリアを絞るというような考え方もある。
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